






要約:京都市内の保健所の乳幼児健診を受診した 560 人について,アトピー性皮膚炎(AD)の

有無を診断し,家族歴,授乳法,離乳食開始時期を調査した。ADの発症頻度は,4か月児19%,1

歳 6 か月児 32%,3 歳児 28%であった。アレルギーの家族歴を有する児に AD の発症が多か

った。AD の発症に与える母乳中の卵等の食物抗原や人工乳中の牛乳抗原の影響は不明で

あった。ADの発症と離乳食開始時期との間にも有意な関係はみられなかった。


